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陸
軍
被ひ

服ふ
く

廠し
ょ
う

は
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
に
創
設
さ
れ
、
陸
軍
で
必
要
と
す
る
被
服
の

調
達
・
製
造
や
、
戦
用
予
備
被
服
の
貯
蔵
、
被
服
に
関
す
る
試
験
研
究
等
を
業
務
と
し
て
い

ま
し
た
。
本
廠
は
東
京
に
置
か
れ
、
日
露
戦
争
前
の
明
治
三
十
六
年
に
大
阪
支
廠
が
、
同
三 

十
八
年
に
広
島
派
出
所
（
同
四
十
一
年
か
ら
広
島
支
廠
）
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
現
存
す
る

広
島
支
廠
の
建
物
四
棟
は
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
倉
庫
と
し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、

【
資
料
１
】
の
絵
葉
書
に
は
そ
の
う
ち
の
一
棟
（
現
在
の
一
号
棟
）
が
写
っ
て
い
ま
す
。

　

【
資
料
２
】
の
『
陸
軍
被
服
廠
要
覧
』
は
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
七
月
に
編へ

ん
さ
ん纂
さ
れ

た
も
の
で
、
陸
軍
被
服
廠
の
沿
革
や
業
務
内
容
、
設
備
や
生
産
の
状
況
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま 

す
。
巻
頭
に
は
写
真
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
広
島
支
廠
の
施
設
（
本
部
、
貯
蔵
倉
庫
、

鉄
道
輸
送
設
備
）
や
作
業
（
鞣な

め
し
が
わ皮、
洗
濯
）
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
戦
前
の
広

島
支
廠
は
、
広
島
の
軍
需
産
業
を
支
え
る
拠
点
施
設
の
一
つ
で
し
た
。

　

昭
和
二
十
年
の
原
爆
被
災
時
に
は
、
倒
壊
を
免
れ
た
広
島
支
廠
の
建

物
は
被
爆
者
の
臨
時
救
護
所
と
な
り
、
翌
二
十
一
年
か
ら
は
広
島
第
一

高
等
女
学
校
（
現
在
の
広
島
皆
実
高
等
学
校
）
、
広
島
高
等
師
範
学
校

（
昭
和
二
十
四
年
か
ら
広
島
大
学
教
育
学
部
）
の
校
舎
や
、
繊
維
関
係

団
体
の
倉
庫
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
七
年
三
月
、
広
島
県
は
旧
広
島
工
業
（
千
田
町
）
と
旧
広

島
商
業
（
江
波
町
）
の
両
高
等
学
校
の
土
地
・
建
物
を
国
へ
渡
す
代
わ

り
に
、
旧
広
島
支
廠
の
土
地
・
建
物
の
一
部
（
現
在
の
一
～
三
号
棟
な

ど
）
を
取
得
し
ま
し
た
【
資
料
３
】
。
当
時
、
広
島
工
業
高
等
学
校
は
、

他
校
と
の
統
合
に
よ
っ
て
広
島
皆
実
高
等
学
校
と
な
り
（
昭
和
二
十
八

年
に
再
び
独
立
）
、
校
舎
は
千
田
町
と
出
汐
町
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。

国
と
の
財
産
交
換
に
は
、
原
爆
に
よ
る
損
壊
が
著
し
い
千
田
町
校
舎
を

手
放
し
て
旧
広
島
支
廠
に
移
転
し
、
学
校
施
設
を
出
汐
町
へ
一
元
化
す

る
意
図
が
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
国
が
交
換
取
得
し
た
土

地
・
建
物
は
、
広
島
大
学
の
施
設
に
転
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

レ
ン
ガ
倉
庫
（
一
～
三
号
棟
）
は
こ
う
し
て
県
の
所
有
と

な
り
、
広
島
工
業
高
等
学
校
の
製
図
室
な
ど
と
し
て
使
用
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
日
本
通
運
株
式
会
社
の
倉
庫
と
し

て
、
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
ま
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
荒
木
清
二
）

旧
広
島
陸
軍
被ひ

服ふ
く

支し

廠
し
ょ
う

に
関
す
る
収
蔵
資
料　
　
　
　

【資料１】絵葉書「広島陸
軍被服支廠」大正初期

（長船友則氏収集資料
　200407-1205）
右側の建物が現在の 1 号棟。

【資料２】『陸軍被服廠要覧』
［長船友則氏収集資料「宇品線関係
資料 1」(200407-3335）所収］

［右下］広島支廠正面
［下］鞣皮作業

【資料３】旧広島陸軍被服支廠施設の交換取
得に係る契約書 （写し） 昭和 27 年 3 月 2 日

（広島県行政文書 S02-2015-55 所収）
第 4 条に「取得した物件を県立学校の用に供さねば
ならない」と記載。
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は
じ
め
に

　

撮
り
溜
め
た
写
真
が
お
よ
そ
七
千
枚
。
そ
の

写
真
を
整
理
す
る
た
め
の
フ
ォ
ル
ダ
は
六
百
を

超
え
た
。
一
昨
年
の
秋
か
ら
文
書
館
に
通
い
詰

め
て
い
る
。
利
用
は
昼
休
み
だ
け
で
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
四
十
分
は
使
え
る
。
今
も
毎
日
コ
ツ

コ
ツ
と
続
け
て
い
る
。

　

私
が
調
べ
て
い
る
の
は
家
系
史
と
い
う
極
め

て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。
ご
先

祖
は
賀
茂
郡
吉よ
し
か
わ川
村（
現
東
広
島
市
八
本
松
町
）

の
百
姓
で
あ
っ
た
。
吉
川
村
に
は
か
つ
て
割
わ
り
じ
ょ
う庄

屋や

を
勤
め
た
竹
内
家
が
あ
り
、
同
家
が
膨
大
な

古
文
書
を
文
書
館
へ
寄
贈
し
て
い
る
。「
竹
内
家

文
書
」
で
あ
る
。

　

竹
内
家
文
書
の
目
録
は
、
文
書
名
、
作
成
年

月
日
、
作
成
者
・
宛
先
、
文
書
の
形
態
な
ど
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
最
初
の
こ
ろ
は
我
が
家
に

残
さ
れ
て
い
る
書
き
物
を
手
掛
か
り
に
、
先
祖

名
を
検
索
し
て
ヒ
ッ
ト
す
る
文
書
を
調
べ
て
行 

っ
た
。
そ
こ
か
ら
関
連
す
る
周
辺
の
文
書
へ
と

輪
を
広
げ
、
さ
ら
に
は
勘
も
働
か
せ
な
が
ら

次
々
と
調
査
を
進
め
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
昼
休
み
は
ひ
た
す
ら
写
真
を
撮
っ

て
資
料
を
蓄
積
す
る
。
帰
宅
後
、
パ
ソ
コ
ン
に

整
理
し
、
こ
れ
は
と
思
う
も
の
を
プ
リ
ン
ト
ア

ウ
ト
し
て
解
読
に
努
め
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で

効
率
的
に
調
査
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
に
私
が
調
べ
た
こ
と
で
興

味
深
い
も
の
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
た
い
。

　
　

威お
ど
し
て
っ
ぽ
う

鉄
砲

　

刀
狩
に
よ
り
江
戸
時
代
の
農
村
に
は
鉄
砲
は

な
い
も
の
と
思
っ
て
い
た
が
、
鳥
獣
対
策
の
農

具
と
し
て
案
外
と
普
及
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
の
吉
川
村
に
は
五

挺
の
猟
師
鉄
砲
が
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
二
挺
を

当
家
の
始
祖
と
も
い
う
べ
き
六
兵
衛
が
所
持
し

て
い
た
。
う
ち
一
挺
は
ね
じ
が
切
れ
て
用
を
な

さ
な
か
っ
た
が
、
も
う
一
挺
は
使
え
た
よ
う
で 

あ
る
。
規
格
は
筒
三
尺
一
寸
（
約
九
四
セ
ン
チ
）
、

玉
目
三
匁
三
分
（
約
十
二
グ
ラ
ム
）
と
あ
る
。

　

こ
の
六
兵
衛
が
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
九

月
に
亡
く
な
る
と
、
そ
の
倅
小
三
郎
が
願
い
を

出
し
て
こ
の
鉄
砲
を
相
続
す
る
。
た
だ
し
、
六

兵
衛
も
小
三
郎
も
猟
師
で
は
な
く
百
姓
で
あ
る
。

 

「
当
村
、
所
柄
山
方
ニ
而
（
に
て
）
畜
類
多
く
、

作
毛
荒
シ
難
儀
仕
り
候
ニ
付
、
惣
百
姓
中
も
小

三
郎
猟
師
仰
せ
付
け
下
さ
る
様
」
と
あ
り
、
獣

害
対
策
に
銃
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
そ

の
願
い
は
村
人
の
総
意
で
あ
る
こ
と
が
書
か
れ

て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
鉄
砲
に
つ
い
て
は
、
相
続
は
勿
論
、

毎
年
の
所
有
者
調
べ
の
記
録
が
幕
末
ま
で
残
っ

て
お
り
、
鉄
砲
ご
と
の
運
命
も
興
味
深
い
。

　

ち
な
み
に
、
六
兵
衛
の
鉄
砲
は
、
小
三
郎
、

甚
四
郎
と
相
続
さ
れ
る
が
、
こ
の
本
家
筋
は
廃

れ
て
し
ま
う
。

　
　

名な

寄よ
せ

水み
ず

帳ち
ょ
う

　

「
水
帳
っ
て
水
利
権
の
関
係
で
す
か
」

　

今
思
う
と
恥
ず
か
し
く
な
る
よ
う
な
質
問
を

し
た
。
水
帳
と
は
検
地
帳
の
別
称
で
あ
り
、
御

図
帳
と
も
書
く
ら
し
い
。
今
で
い
う
固
定
資
産

台
帳
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
の
吉
川
村
「
名
寄

水
帳
」
に
は
村
人
ご
と
に
田
畠
が
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。
田
畠
は
一
筆
ご
と
に
「
中
下
田
」
や

「
下
下
田
」
の
よ
う
に
細
か
く
格
付
け
さ
れ
た

上
、
面
積
と
分ぶ
ん
ま
い米
（
そ
の
土
地
の
石
高
）
が
定

め
ら
れ
た
。

　

こ
の
「
名
寄
水
帳
」
に
載
っ
て
い
る
ご
先
祖

は
組
頭
を
勤
め
て
い
た
六
右
衛
門
で
あ
る
。
面

積
は
三
反
三
畝
三
歩
、
分
米
二
石
一
斗
七
升
一

合
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
役
目
高
な
ど
を
加

え
、
本
高
は
三
石
五
斗
八
合
と
な
っ
て
い
る
。

　

「
名
寄
水
帳
」
は
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）

の
も
の
も
存
在
す
る
。
そ
の
と
き
の
当
主
は
長

百
姓
の
徳
四
郎
で
あ
る
。
面
積
は
合
計
八
反
六

畝
一
八
歩
で
、
分
米
は
六
石
七
斗
五
升
三
合
、

宝
暦
二
年
の
そ
れ
と
比
べ
て
、
面
積
で
二
・
六

倍
、
分
米
で
三
・
一
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
新

田
開
発
な
ど
に
よ
る
耕
地
面
積
の
増
加
や
農
業

生
産
技
術
の
向
上
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
文
政
「
名
寄
水
帳
」
は
明
治
の
初
期
ま

で
台
帳
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
一
筆

ご
と
に
所
有
権
移
転
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ
る
。

　

そ
の
書
き
込
み
か
ら
は
、
当
家
没
落
の
経
緯

を
追
う
こ
と
が
で
き
る
。
屋
敷
の
敷
地
と
五
筆

の
田
は
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
二
月
に
「
竹

内
ヘ
入
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
竹
内
家
へ

売
っ
た
か
、
質
に
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の

明
治
三
年
二
月
と
い
う
の
に
は
意
味
が
あ
る
。

実
は
前
年
、
す
な
わ
ち
明
治
二
年
は
「
巳
年
が

し
ん
」
と
呼
ば
れ
る
広
島
藩
全
域
に
及
ぶ
大
凶

作
の
年
で
あ
っ
た
。
夏
場
の
異
常
な
長
雨
と
低

温
で
稲
は
実
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
翌
春

は
多
く
の
民
が
飢
餓
に
苦
し
ん
だ
。

　

村
で
は
、
極
難
渋
者
に
対
し
、
一
月
か
ら
助

情
米
（
有
力
者
の
無
償
提
供
）
や
救
助
米
（
村

か
ら
の
借
り
入
れ
）
を
順
次
支
給
し
た
が
、
そ

の
間
に
病
死
す
る
者
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
提
供
者
の
中
に
ご
先
祖
の
六
右
衛
門

【
寄
稿
】　
　
　
　
　
　

ご
先
祖
と
出
会
う
喜
び

　
　

―
私
の
文
書
館
活
用
法
―

熊 

野 

良 

樹書庫内の竹内家文書

「名寄水帳」
竹内家文書 540

竹内家文書
4118-3
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（
既
出
の
先
代
と
は
異
な
る
。
幕
末
か
ら
明
治

を
生
き
た
二
代
目
六
右
衛
門
）
が
名
を
連
ね
て

い
る
。
明
治
三
年
四
月
一
日
に
一
〇
一
三
石
、 

六
一
軒
二
〇
三
人
に
米
を
支
給
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
を
捻
出
す
る
た
め
の
策
と
し
て
、

借
財
を
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

未
曽
有
の
大
凶
作
が
、
当
家
に
も
打
撃
を
与

え
、
そ
の
孫
は
、
村
を
出
る
決
心
を
し
た
の
で

あ
ろ
う
。

　
　

火ひ

山や
ま

槌つ
ち

山や
ま

内
密
御
用

　

こ
の
一
件
文
書
は
木
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
保
管
形
態
や
タ
イ
ト
ル
の
仰
々
し
さ
か
ら
、

村
で
何
か
事
件
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
と
想
像

を
膨
ら
ま
せ
た
。
研
究
員
の
方
か
ら
「
火
山
と

い
う
の
は
狼の
ろ
し煙
台だ
い

の
こ
と
で
す
」
と
聞
い
て
妙

に
が
っ
か
り
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

広
島
藩
は
狼
煙
に
よ
る
情
報
の
継
ぎ
送
り
制

度
を
設
け
、
賀
茂
郡
で
は
吉
川
村
槌
山
以
外
に
、

下
野
村
朝
日
山
、
竹
原
西
村
仁
賀
つ
つ
み
山
な

ど
全
部
で
七
箇
所
を
火
山
と
し
て
定
め
て
い
た
。

　

内
密
御
用
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
役
目
は
親

子
・
兄
弟
た
り
と
も
一
切
他
言
し
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
厳
し
い
も
の
で
あ
り
、
吉
川
村
国
郡

志
に
も
記
載
は
な
い
。

　

た
だ
し
、
狼
煙
の
制
度
が
実
際
に
機
能
し
て

い
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
く
、
当
初
は
村
の
誰

が
正
式
な
命
を
受
け
て
い
た
の
か
さ
え
不
明
で

あ
っ
た
。
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
に
庄
屋
杢

右
衛
門
と
組
頭
六
右
衛
門
へ
命
が
下
さ
れ
て
以

降
は
、
御
用
係
を
仰
せ
つ
か
っ
た
者
が
記
録
に

残
さ
れ
て
い
る
（
御
用
係
は
二
人
）
。

　

当
家
で
言
え
ば
、
六
右
衛
門
、
徳
四
郎
、
七

兵
衛
と
引
き
継
が
れ
た
。
七
兵
衛
は
慶
応
三
年

（
一
八
六
七
）
に
亡
く
な
り
、
コ
ン
ビ
を
組
ん

で
い
た
浅
七
と
い
う
者
ひ
と
り
と
な
る
。
た
だ 

し
、（
七
兵
衛
に
は
倅
が
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
）

そ
の
代
わ
り
を
す
る
者
が
い
な
い
と
し
て
、
浅

七
だ
け
が
明
治
ま
で
続
け
た
と
あ
る
か
ら
、
や

は
り
お
役
目
は
形
骸
化
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　

道
場
一
件

　

こ
れ
は
浄
土
真
宗
の
教
義
を
め
ぐ
る
宗
派
最

大
の
紛
争
「
三さ
ん
ご
う
わ
く
ら
ん

業
惑
乱
」
に
村
が
巻
き
込
ま
れ

た
一
大
事
件
で
あ
る
。

　

西
本
願
寺
の
教
育
機
関
で
あ
る
学
林
の
ト
ッ

プ
（
能の
う

化げ

）
が
唱
え
た
説
に
対
し
、
在
野
の
学

僧
が
反
論
し
、
最
終
的
に
は
幕
府
の
寺
社
奉
行

に
よ
る
裁
定
で
在
野
側
が
勝
利
し
た
。
在
野
の

リ
ー
ダ
ー
は
安
芸
の
大だ
い
え
い瀛
と
河
内
の
道ど
う
お
ん隠
で

あ
っ
た
。

　

こ
の
た
め
大
瀛
の
お
ひ
ざ
元
で
あ
る
芸
州
内

は
宗
論
一
致
の
必
要
が
あ
る
と
し
て
末
寺
に
至

る
ま
で
教
義
解
釈
の
確
認
が
求
め
ら
れ
た
。

　

吉
川
村
真
宗
道
場
（
西
福
寺
）
の
住
職
は
能

化
を
批
判
す
る
の
は
恐
れ
多
い
と
し
て
連
判
状

の
押
印
を
拒
否
し
た
と
こ
ろ
、
一
門
か
ら
絶
交

を
言
い
渡
さ
れ
る
な
ど
厳
し
い
仕
打
ち
を
受
け

る
。

　

こ
の
住
職
が
亡
く
な
っ
た
後
、
そ
の
跡
継
ぎ

を
村
が
守
ろ
う
と
し
て
ご
先
祖
の
徳
四
郎
た
ち

が
藩
か
ら
お
咎
め
を
被
る
と
い
う
の
が
顛
末
で

あ
る
。
事
件
の
経
緯
は
複
雑
怪
奇
で
失
踪
者
も

出
る
な
ど
不
明
点
も
多
い
。
た
だ
、
三
業
惑
乱

で
芸
州
の
学
僧
た
ち
（
芸げ
い
て
つ轍
と
呼
ば
れ
る
）
が

華
々
し
い
活
躍
を
し
た
と
い
う
表
の
評
価
に
対

し
、
裏
で
は
思
想
統
制
や
締
め
付
け
が
あ
っ
た

と
い
う
一
面
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

家
の
間
取
り

　

ご
先
祖
、
七
兵
衛
の
家
の
間
取
り
が
分
か
っ

た
。
思
い
も
よ
ら
な
い
発
見
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
実
施

さ
れ
た
広
島
藩
主
の
領
内
巡
見
に
関
係
し
て
い

る
。
藩
主
浅
野
茂も
ち
の
ぶ長
は
自
ら
の
目
で
異
国
船
防

備
や
国
境
警
備
、
領
民
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
視
察

す
る
た
め
三
回
、
七
十
四
日
間
に
わ
た
っ
て
領

内
を
見
て
回
っ
た
。
そ
の
行
程
の
中
で
吉
川
村

は
宿
泊
所
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
総
勢
三
百
人

を
超
え
る
一
行
を
迎
え
る
た
め
、
吉
川
村
で
は

庄
屋
、
組
頭
、
長
百
姓
の
各
宅
、
西
福
寺
な
ど

が
宿
泊
所
に
充
て
ら
れ
、
誰
の
家
に
藩
士
何
人

と
割
り
当
て
が
決
め
ら
れ
た
。
こ
の
時
、
風
呂

が
あ
る
こ
と
が
特
記
さ
れ
て
お
り
、
面
白
い
。

　

ま
た
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
食
事
も
何
人
前

用
意
す
る
か
各
戸
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。

村
人
が
大
わ
ら
わ
に
な
っ
た
様
子
が
目
に
浮
か

ぶ
。

　
　

お
わ
り
に

　

初
め
て
ご
先
祖
の
名
前
を
見
つ
け
た
と
き
は
、

息
を
の
む
よ
う
な
思
い
で
あ
っ
た
。
ご
先
祖
は

吉
川
村
で
確
か
に
暮
ら
し
、
苦
難
を
乗
り
越
え

て
き
た
。
そ
し
て
、
今
の
私
た
ち
に
命
の
バ
ト

ン
を
つ
な
い
で
く
れ
た
。
そ
の
こ
と
を
文
書
館

に
残
さ
れ
て
い
る
資
料
で
追
体
験
で
き
た
こ
と

は
大
き
な
喜
び
で
あ
る
。

　

最
終
的
に
は
、
調
べ
た
こ
と
を
体
系
的
に
ま

と
め
、
後
世
に
残
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
併

せ
て
、
文
書
館
に
こ
う
し
た
史
料
が
永
久
保
存

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
ず
に
伝
え
た
い
。

「御密事御用御請書付」
竹内家文書 2018-1

道場一件ニ附万書類入
竹内家文書 6252

吉川村宿割家屋略図綴
竹内家文書 6220-12
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災
害
に
見
舞
わ
れ
た
八
木
・
緑
井
地
区

　

平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
七
月
六
日
夜
か

ら
七
日
に
か
け
て
発
生
し
た
西
日
本
豪
雨
災
害

か
ら
二
〇
か
月
が
経
ち
ま
し
た
。
各
地
に
は
、

ま
だ
被
害
の
爪
痕
が
残
っ
て
お
り
、
復
旧
・
復

興
に
向
け
た
作
業
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の

豪
雨
災
害
の
四
年
前
に
起
き
た
平
成
二
十
六
年

（
二
〇
一
四
）
八
月
十
九
～
二
十
日
の
「
広
島

土
砂
災
害
」
の
被
災
現
場
で
も
、
大
規
模
な
堰

堤
工
事
が
今
も
各
所
で
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
土
砂
災
害
で
は
、
太
田
川
流
域
を
中
心

と
す
る
局
所
的
な
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
七
七
人

の
方
が
亡
く
な
り
、
近
年
に
な
い
深
刻
な
被
害

と
な
り
ま
し
た
。
中
心
的
な
被
災
地
で
あ
る
安

佐
南
区
八
木
・
緑
井
地
区
で
は
、
当
時
、
崩
落

し
や
す
い
「
真ま

さ

ど
砂
土
」
と
い
う
地
質
上
の
問
題

や
、
宅
地
開
発
の
問
題
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
同
時
に
、
こ
の
地
域
に
残
る
言
い

伝
え
な
ど
を
も
と
に
、
過
去
の
災
害
に
目
を
向

け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
文
書
館
の
収
蔵
資
料
を
も
と
に
、

八
木
・
緑
井
地
区
に
対
象
を
絞
っ
て
、
ど
の
よ

う
な
歴
史
が
明
ら
か
に
で
き
る
の
か
、
災
害
と

の
関
わ
り
を
中
心
に
見
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　
　

八
木
用
水
の
開
削
と
大
工
卯
之
助

　

八
木
・
緑
井
地
区
の
歴
史
を
語
る
上
で
欠
か

せ
な
い
の
が
江
戸
時
代
に
開
削
さ
れ
た
用
水
路

「
八
木
用
水
」
で
す
。
広
島
土
砂
災
害
が
発
生

し
た
際
、
こ
の
用
水
路
が
〝
土
砂
受
け
〟
と
し

て
機
能
し
た
こ
と
に
よ
り
、
山
側
か
ら
流
れ
下 

っ
た
土
石
流
が
、
さ
ら
に
下
流
へ
拡
散
す
る
こ

と
を
防
い
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
書
館
に
は
、
こ
の
八
木
用
水
を
開
削
し
た

桑
原
家
に
伝
来
し
た
古
文
書
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
ま
ず
は
、
同
家
の
文
書
を
も
と
に
、
八
木

用
水
完
成
当
時
の
様
子
か
ら
見
て
み
る
こ
と
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

八
木
用
水
は
、
江
戸
時
代
に
は
「
定じ
ょ
う
よ
う
す
い

用
水
」 

と
も
称
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
沼
田
郡
八
木
村
（
現 

広
島
市
安
佐
南
区
）
か
ら
打
越
村
（
現
広
島
市

西
区
）
に
か
け
て
南
北
約
一
六
㎞
に
わ
た
っ
て

開
削
さ
れ
た
農
業
用
水
路
で
あ
り
、
沼
田
・
高

宮
両
郡
の
九
ヶ
村
（
八
木
・
緑
井
・
中
須
・
古

市
・
西
原
・
長な
が
つ
か束
・
新
庄
・
打
越
・
楠
木
）
を

灌
漑
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
用
水
路
を
開

削
し
た
の
が
、
安
芸
国
沼
田
郡
南
下
安
村
の
庄

屋
利
右
衛
門
の
子
で
、
広
島
藩
の
郡
中
御
普
請

懸
り
御
用
聞
大
工
を
務
め
た
卯
之
助
で
し
た
。

　

八
木
用
水
が
で
き
る
以
前
の
太
田
川
西
岸
は
、

太
田
川
に
面
し
な
が
ら
も
農
地
が
河
川
の
水
位

よ
り
高
い
位
置
に
あ
っ
た
た
め
、
農
業
用
水
の

確
保
が
非
常
に
困
難
な
地
域
で
し
た
。

　

地
元
の
大
工
で
あ
っ
た
卯
之
助
は
、
長
年
に

わ
た
っ
て
実
地
調
査
し
、
用
水
整
備
を
実
現
さ

せ
る
旨
、
割
庄
屋
さ
ら
に
は
代
官
所
へ
出
願
し

ま
す
。
代
官
の
沖
団
五
郎
が
現
地
見
分
の
た
め

出
張
し
た
際
、
卯
之
助
は
長
さ
一
間
半
（
二
・

七
ｍ
）
の
尺
し
ゃ
く
じ
ょ
う
杖
を
持
っ
て
随
行
し
、
用
水
設
備

の
仕
様
な
ど
を
細
か
に
説
明
し
た
と
い
い
ま
す
。

取
水
口
と
な
る
八
木
村
十じ
ゅ
う
ぶ
い
ち

歩
一
河
原
で
代
官
か 

ら
念
を
押
さ
れ
た
卯
之
助
は
、「
も
し
間
違
い
が 

あ
れ
ば
い
か
な
る
処
罰
も
受
け
る
」
と
返
答
し
、

代
官
か
ら
開
削
を
許
可
さ
れ
ま
す
。

　

八
木
用
水
は
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
四
月

二
十
八
日
に
完
成
し
ま
し
た
。
用
水
路
に
水
を

入
れ
る
日
、
成
功
を
信
じ
て
西
原
村
へ
出
張
し

た
代
官
の
沖
が
「
卯
之
助
、
お
前
が
先
だ
っ
て

申
し
た
こ
と
に
間
違
い
は
な
か
っ
た
な
。
私
も

今
日
は
こ
の
通
り
」
と
腹
を
開
け
て
見
せ
（
失 

敗
し
た
ら
切
腹
す
る
と
い
う
し
ぐ
さ
）
、
村
役
人 

た
ち
が
感
涙
を
流
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

陣
笠
に
火か

事じ

羽ば

織お
り

姿
の
卯
之
助
が
八
木
村
の

取
水
口
で
太
鼓
を
鳴
ら
し
、
水
が
入
れ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
水
先
が
西
原
村
ま
で
来
た
時
、
歓

喜
し
た
代
官
が
用
水
に
飛
び
込
み
、
水
を
三
度 

す
く
っ
て
呑
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す（
「
沼
田
郡 

定
用
水
筋
発
起
由
来
伝
承
書
附
」
）
。

　

農
業
用
水
の
確
保
に
苦
闘
し
、
八
木
用
水
の

完
成
に
心
躍
ら
せ
た
江
戸
時
代
の
こ
の
地
域
の

人
々
の
姿
が
、
こ
れ
ら
の
文
書
か
ら
伝
わ
っ
て

く
る
よ
う
で
す
。

　
　

洪
水
の
頻
発
と
土
砂
災
害

　

で
は
次
に
、
こ
の
地
域
と
災
害
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
探
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

桑
原
家
は
、
卯
之
助
だ
け
で
な
く
、
息
子
の 

巳
之
助
も
、
父
の
事
業
を
継
い
で
八
木
用
水
の 

管
理
に
努
め
ま
し
た
。
文
化
元
年（
一
八
〇
四
） 

七
月
、
用
水
筋
の
割
庄
屋
ら
が
、
巳
之
助
の
勤

功
に
報
い
る
た
め
扶ふ

ち持
（
褒
賞
）
を
与
え
る
よ 

う
、
沼
田
郡
役
所
へ
出
願
し
て
い
ま
す（「
沼
田 

郡
定
用
水
筋
細
見
及
土
功
事
蹟
取
調
書
」）
。
実 

は
、
そ
の
書
付
の
中
で
、
巳
之
助
の
功
績
の
一

つ
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
土
砂
崩
れ
へ
の
対
応

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
年
夏
、
広
島
で
は
大
規
模
な
洪
水
が
発
生

《
収
蔵
文
書
展
に
寄
せ
て
》　
　
　
　

八
木
・
緑
井
の
歴
史
と
災
害
を
語
る
文
書

砂防堰堤工事が進む八木地区

現在の八木用水

八木用水の図（「沼田郡定用水筋細見
及土功事蹟取調書」200001-68）
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し
ま
し
た
が
、
そ
の
際
、
緑
井
村
の
植
竹
（
現

安
佐
南
区
緑
井
八
丁
目
）
で
、「
山や
ま
ぬ
け抜
」（
土
砂

崩
れ
）
が
発
生
し
、
土
石
流
が
八
木
用
水
を
九

町
（
約
一
㎞
）
に
わ
た
っ
て
埋
め
尽
く
す
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
時
巳
之
助
は
、
災
害

当
日
か
ら
陣
頭
指
揮
を
と
っ
て
用
水
路
の
復
旧

に
尽
力
し
た
と
い
う
の
で
す
。

　

八
木
用
水
が
一
㎞
も
埋
没
す
る
と
い
う
、
か

な
り
大
規
模
な
土
砂
崩
れ
で
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
当
時
は
現
在
の
よ
う
に
、
山
際
に
人

家
が
そ
れ
ほ
ど
建
っ
て
い
な
か
っ
た
せ
い
か
、

死
傷
者
の
記
録
は
な
く
、
植
竹
の
「
山
抜
」
に

関
す
る
記
述
も
他
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

で
は
、
こ
の
地
域
で
は
、
こ
れ
以
外
に
ど
の

よ
う
な
災
害
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

じ
つ
は
、
文
書
館
で
は
、
旧
安
佐
郡
の
村
役

場
文
書
の
一
部
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中

に
は
、
八
木
村
や
緑
井
村
の
山
林
の
用
益
に
関

す
る
文
書
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
、
洪

水
被
害
の
記
述
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
十
二

月
、
八
木
村
の
村
役
人
ら
が
村
内
に
あ
る
御お
た
て建

山や
ま

（
藩
有
林
）
な
ど
の
払
い
下
げ
を
求
め
て
郡

役
所
に
歎
願
し
た
書
付
が
あ
り
ま
す
（
天
保
三

年
「
八
木
村
御
山
所
臨
時
控
帖
」
）
。

　

こ
の
中
で
、
村
の
記
憶
に
残
る
災
害
と
し
て
、

ま
ず
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
の
大
洪
水
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
「
田
畑
大
半
掘
流
、

河
原
同
様
ニ
相
成
」
と
い
う
状
態
に
な
り
、
田

畑
が
荒
れ
て
「
作
毛
不
熟
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

次
い
で
、
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
秋
に
は

「
大
風
二
而
内
外
損
亡
不
少
」
と
な
り
、
さ
ら

に
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
に
も
大
洪
水
が

あ
り
、
寛
政
八
年
に
劣
ら
ず
「
田
畑
及
大
損
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
度
重
な
る
洪
水

被
害
に
よ
り
、
田
畑
が
砂
地
同
然
と
な
っ
た
た

め
、
木
材
用
に
適
し
て
い
な
い
山
林
を
伐
採
し

て
薪
に
使
用
し
、灰
を
肥
料
と
す
る
こ
と
で
耕
地

の
回
復
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
す
。
し
か
し

こ
の
地
域
で
は
、
嘉
永
三
年

（
一
八
五
〇
）
に
も
再
び
大

洪
水
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
文
書
を
見
る

と
、
こ
の
地
域
の
農
村
経
済

は
、
ま
さ
に
自
然
災
害
と
の

闘
い
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。

　
　

伝
説
と
地
名

　

と
こ
ろ
で
、
広
島
土
砂
災
害
が
発
生
し
た
際
、

被
災
地
で
あ
る
八
木
地
区
に
、
か
つ
て
「
蛇じ
ゃ
ら
く落

地ち

悪
谷
」
と
い
う
地
名
が
あ
っ
た
こ
と
が
報
道

さ
れ
ま
し
た
。『
佐さ
と
う東
町
史
』
に
は
、
蛇
落
地
観か
ん

世ぜ

音お
ん

菩ぼ

薩さ
つ

堂ど
う

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域

の
歴
史
を
理
解
す
る
に
は
、
こ
う
し
た
言
い
伝

え
を
裏
付
け
る
文
書
や
記
録
が
ど
れ
だ
け
残
っ

て
い
る
か
、
調
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

文
書
館
が
所
蔵
す
る
資
料
の
中
で
、
こ
の
地

名
が
記
さ
れ
た
原
文
書
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
で

き
ま
せ
ん
。
唯
一
こ
の
伝
承
を
記
し
た
も
の
と

し
て
は
、
辻
治
光
氏
が
記
し
た
『
実
伝
蛇じ
ゃ
お
う
じ

王
池 

物
語
』が
あ
り
ま
す（「
佐
東
町
小
史
」）。
こ
れ 

は
、
現
在
の
八
木
三
丁
目
に
あ
る
蛇
王
池
の
碑 

を
建
立
し
た
施
主
の
一
人
で
あ
る
辻
氏
が
、
石 

碑
建
立
に
合
わ
せ
て
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五 

三
）
に
発
行
し
た
も
の
で
、
こ
の
中
で
、
香
川

勝
雄
が
退
治
し
た
大
蛇
の
首
が
沈
ん
だ
と
さ
れ

る
蛇
王
池
の
辺
り
を
か
つ
て
「
蛇
落
地
と
称
し

て
ゐ
ま
し
た
が
、
後
に
語
路
に
よ
つ
て
上
楽
地

と
書
き
改
め
ら
れ
ま
し
た
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

因
み
に
、
辻
氏
の
著
作
の
も
と
に
な
っ
た
享
保

二
年
（
一
七
一
七
）
出
版
の
『
陰
徳
太
平
記
』

に
は
、
「
蛇
落
地
」
の
地
名
は
出
て
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
文
書
館
所
蔵
の
安
佐
郡
村
役
場
文
書

に
含
ま
れ
て
い
る
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
の 

「
沼
田
郡
八
木
村
山
帖
」
を
も
と
に
、
こ
の
地 

域
の
地
名
を
調
べ
て
み
る
と
、「
上
楽
地
」「
上 

楽
地
観
音
屋
敷
」「
足
谷
」の
ほ
か
、「
地
獄
谷
」 

と
い
っ
た
地
名
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
蛇
落

地
」
「
悪
谷
」
と
い
う
地
名
は
見
え
ま
せ
ん
。

　

伝
説
に
基
づ
く
こ
れ
ら
地
名
の
確
認
に
は
、

文
書
・
記
録
の
中
身
を
く
ま
な
く
調
べ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
、
新
た
な
史
実
が
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　

地
域
の
歴
史
を
語
る
資
料

　

文
書
館
に
は
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
桑
原
家

文
書
や
安
佐
郡
村
役
場
文
書
の
ほ
か
に
、
戦
前

に
教
員
と
し
て
安
佐
郡
の
尋
常
高
等
小
学
校
長

な
ど
を
務
め
、
戦
後
は
安
佐
町
史
の
編
纂
な
ど

に
も
携
わ
っ
た
郷
土
史
家
植
田
静
人
氏
の
文
書

も
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
八
木
・
緑
井
を
含
む
旧

安
佐
郡
域
の
様
々
な
歴
史
を
調
べ
た
膨
大
な
資

料
で
あ
り
、
こ
の
中
に
は
、
先
に
紹
介
し
た
蛇

王
池
物
語
の
ほ
か
、
嘉
永
三
年
の
大
洪
水
に
関

す
る
一
件
記
録
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
（
「
当
月

朔
日
洪
水
損
所
一
件
諸
扣
帳
」
）
。

　

近
年
、
地
域
歴
史
資
料
学
と
い
う
考
え
方
が

提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
地
で
大
規
模
災
害
が

続
発
す
る
な
か
、
災
害
に
強
い
地
域
を
つ
く
る

た
め
、
被
災
地
に
残
る
歴
史
資
料
か
ら
過
去
の

災
害
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
今
後
へ
の
防

災
に
活
か
す
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。
ま
た
、
災
害
以
外
に
も
様
々
な
史
実
に
関

わ
る
記
述
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
そ
の
地
域
の

歴
史
を
豊
か
に
描
き
、
そ
れ
を
後
世
に
伝
え
る

と
と
も
に
、
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
に
活
か
す
こ

と
も
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
文
書
は
、
そ
う
し

た
地
域
の
発
展
に
資
す
る
可
能
性
を
も
っ
た
歴

史
資
料
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
（
西
向
宏
介
）

昭和 30 年代後半の緑井地区植竹
（S01-2012-1055）。住宅地と農地
の境界を八木用水が流れる。

文化元年の「山抜」の記述
（200001-68）
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『
広
島
県
立
文
書
館
だ
よ
り
』
第
七
号
（
平

成
八
年
三
月
）で
は
、当
館
の
新
聞
資
料
を
「
利

用
頻
度
か
ら
い
え
ば
、
新
聞
は
当
館
所
蔵
資
料

の
ベ
ス
ト
１
」
と
紹
介
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か

ら
二
十
四
年
を
経
過
し
た
現
在
に
お
い
て
も
、

そ
の
位
置
付
け
は
変
わ
ら
な
い
ど
こ
ろ
か
、
当

時
と
比
較
し
て
、
収
蔵
す
る
新
聞
の
年
代
や
タ

イ
ト
ル
数
も
拡
大
し
、
当
館
で
の
新
聞
資
料
利

用
の
比
重
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

下
の
表
は
当
館
が
収
蔵
す
る
国
内
の
主
要
な
新

聞
資
料
で
す
（
移
民
関
係
の
邦
字
新
聞
や
原
爆

報
道
関
係
の
外
国
新
聞
な
ど
に
つ
い
て
は
、『
広

島
県
立
文
書
館
だ
よ
り
』
第
七
号
を
参
照
）。

　

新
聞
記
事
は
、
過
去
の
あ
る
時
点
で
あ
る
事

象
が
起
こ
っ
た
と
い
う
事
実
を
確
認
し
、
そ
の

事
象
が
ど
の
よ
う
な
社
会
的
反
応
を
起
こ
し
た

か
と
い
う
当
時
の
世
相
な
ど
を
調
べ
る
上
で
大

変
有
用
な
情
報
源
で
す
。

　

一
般
的
に
新
聞
は
長
期
保
存
に
は
向
い
て
い

ま
せ
ん
。
新
聞
紙
に
は
機
械
パ
ル
プ
紙
が
含
ま

れ
て
い
る
た
め
、
数
日
置
く
と
黄
ば
ん
で
し
ま 

い
ま
す
。
例
外
も
あ
り
ま
す
が
、
図
書
館
な
ど

で
は
、
新
聞
の
保
存
期
間
は
一
年
か
ら
数
年
程

度
と
さ
れ
、
そ
れ
を
過
ぎ
る
と
廃
棄

さ
れ
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。
新

聞
を
保
存
す
る
に
は
、
原
紙
そ
の
も

の
で
は
な
く
、
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た

情
報
を
保
存
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
、

古
く
は
マ
イ
ク
ロ
カ
メ
ラ
に
よ
る
撮

影
、
最
近
で
は
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
な
ど

に
よ
り
電
子
デ
ー
タ
と
し
て
保
存
し

て
い
ま
す
。

　

ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
を
す
る
と
「
検
索

シ
ス
テ
ム
」
に
よ
る
記
事
検
索
も
可

能
と
な
り
ま
す
。
全
国
紙
の
場
合
は
、

古
い
時
代
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
必
要

な
記
事
を
検
索
す
る
こ
と
も
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
広
島
の
地
方
紙
、
例
え

ば
『
中
国
新
聞
』
の
場
合
は
、
デ
ジ

タ
ル
化
さ
れ
た
近
年
の
紙
面
や
、
縮

刷
版
（
昭
和
四
十
一
年
八
月
～
昭
和

五
十
年
五
月
）、
項
目
別
記
事
索
引

（
昭
和
五
十
年
六
月
～
平
成
十
年
八

月
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
年
代
を
除

き
、
欲
し
い
記
事
を
探
す
た
め
に
は
、

今
の
と
こ
ろ
新
聞
を
め
く
る
か
、
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
画
像
を
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
リ
ー
ダ
ー
な
ど
を
使
っ
て
丹
念
に
探
し
て

い
く
し
か
手
段
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
館
で
は
、
広
島
の
代
表
的
な
地
方
紙
を
表

に
記
載
し
た
形
態
で
閲
覧
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。『
中
国
新
聞
』、『
芸
備
日
日
新
聞
』、 

『
安
芸
津
新
報
』、『
朝
日
新
聞
』
広
島
版
な
ど

は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
な
ど
か
ら
Ａ
３
版
の

複
製
を
製
作
し
、
製
本
し
て
い
る
の
が
特
長
で

す（
一
部
を
除
く
）。
年
月
日
が
わ
か
ら
な
い
記

事
を
、
リ
ー
ダ
ー
な
ど
の
小
さ
な
画
面
で
探
す

の
は
骨
の
折
れ
る
作
業
で
す
が
、
製
本
の
複
製

資
料
を
指
で
め
く
れ
ば
、
見
つ
け
る
ま
で
の
時

間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

《
閲
覧
室
か
ら
》　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
聞
資
料
と
閲
覧
室
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

収蔵文書展　　災害を語る歴史資料
期間　令和２年３月27日（金）～６月13日（土）
場所　広島県立文書館展示室

関連事業　文書館講演会
（収蔵文書展に関連した内容を予定）
期日　令和２年６月６日（土）10：00～
場所　広島県情報プラザ第1研修室
講師　西向宏介（広島県立文書館主任研究員）

タイトル 年　　　　　　月 形態

中国新聞

明治27年（1894）4月～昭和43年（1968）12月
＊明治27年9月前半，明治32年11月～12月，大正12年1月～4月，
　大正12年9月～大正13年4月，大正13年9月～大正14年2月は欠

A3版複製

昭和41年（1966）8月～昭和50年（1975）5月 縮刷版

昭和50年（1975）6月～平成6年（1994）12月 ﾏｲｸﾛﾌｨｯｼｭ

芸備日日新聞

明治25年（1892）5月～6月，明治26年11月～明治27年3月
＊欠あり 原本・DVD

明治27年（1894）9月後半～大正7年（1918）5月 A3版複製

安芸津新報 明治22年（1889）10月～明治24年（1891）7月5日，明治24年11月17日
＊欠あり A3版複製

夕刊ひろしま
（夕刊中国）

昭和21年（1946）6月～昭和26年（1951）9月
＊昭和21年12月～昭和22年2月，昭和23年1月～昭和23年4月， 
　昭和24年8月は欠

A3版複製

日注雑記 明治4年（1871）12月～明治5年1月（1～2号） B5版複製など

広島新聞
（承流舎）

明治5年（1872）4月～明治6年2月（1～22号）
明治6年（1873）6月～7月（28号～29号）

A4版複製など
B4版複製

小田県新聞 明治6年（1873）1月～9月（1～6号） A4版複製

広島新聞
（真報社） 明治10年（1877）2月1日・5日，3月10日 B4版複製

広島新聞
（興風社）

明治10年（1877）11月19日～明治13年3月23日
＊欠多し

A5版複製
B4版複製

広島日報
明治13年（1880）3月5日，7月12・13･20日，12月2日， 
明治14年（1881）3月26日～11月10日，明治15年2月3日，
明治35年（1902）4月26日～12月5日　＊欠多し

原本
B4版複製

芸備日報 明治15年9月3日～12月12日，明治17年1月9日　＊欠多し
明治19年7月23日 B4版複製

大阪朝日新聞
（広島版など） 大正4年10月～昭和15年8月 A3版複製

朝日新聞
（広島版など） 昭和15年9月～昭和40年12月 A3版複製

表　当館が収蔵する国内主要新聞
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閲
覧
室
で
は
、
利
用
者
か
ら
の
ご
要
望
に
応

え
て
、『
芸
備
日
日
新
聞
』
に
加
え
、
今
年
一
月

か
ら
、
こ
れ
ま
で
書
庫
に
配
架
し
て
い
た
『
中

国
新
聞
』
の
複
製
を
全
て
閲
覧
室
に
開
架
し
て

自
由
に
閲
覧
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

今
後
も
閲
覧
室
の
書
架
を
増
設
し
、
利
用
頻
度

の
高
い
複
製
資
料
や
図
書
な
ど
を
開
架
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　
【
芸
備
日
日
新
聞
】

　

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
創
刊
。
県
内

で
優
勢
で
あ
っ
た
芸
備
立
憲
改
進
党
と
結
び
、

そ
の
機
関
紙
の
役
割
を
果
た
し
た
。『
中
国
新
聞
』

と
は
、
広
島
政
界
を
二
分
し
て
激
し
い
応
酬
を

繰
り
返
し
た
が
、
次
第
に
押
さ
れ
、
昭
和
十
年

（
一
九
三
五
）
に
同
紙
に
経
営
を
委
ね
た
。

　
【
安
芸
津
新
報
】

　

明
治
二
十
二
年
創
刊
。
旧
広
島
藩
主
浅
野
長

勲
が
作
ら
せ
た
地
方
政
党
、
政
友
会
の
機
関
紙

で
あ
っ
た
が
、
同
二
十
四
年
に
政
友
会
が
解
散

す
る
と
経
営
困
難
と
な
り
、
同
二
十
六
年
廃
刊
。

　
【
中
国
新
聞
】

　

明
治
二
十
五
年
、『
安
芸
津
新
報
』
廃
刊
前

に
退
社
し
た
政
友
会
の
幹
部
に
よ
り
『
中
国
』

と
し
て
創
刊
。
後
に
『
中
国
新
聞
』
と
改
題
し

て
現
在
に
至
る
。

　
【
夕
刊
ひ
ろ
し
ま
】

　

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
創
刊
。
好
評

を
博
し
た
が
、次
第
に
経
営
が
困
難
と
な
り『
夕

刊
中
国
』
と
改
題
し
た
後
、昭
和
二
十
五
年
『
中

国
新
聞
』
の
夕
刊
紙
と
し
て
再
発
足
し
た
。

（
西
村　

晃
）

石
津
家
文
書
（
寄
贈
）

　

石
津
家
は
山
県
郡
大
朝
村
庄
屋
。
大
朝
村
の

年
貢
免め
ん
じ
ょ
う
状
や
鉄
関
係
証
文
、
辞
令
・
書
画
な
ど

二
三
八
点
。　
　
（
請
求
番
号
二
〇
一
八
〇
一
）

寺
島
卓
一
氏
収
集
文
書
（
寄
贈
）

　

元
国
鉄
職
員
で
あ
っ
た
寄
贈
者
の
父
親
が
収

集
し
た
、
戦
前
の
全
国
観
光
地
絵
葉
書
・
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
三
三
二
点
。

　
　
　
　
　
　
　
（
請
求
番
号
二
〇
一
八
〇
二
）

髙た
か

上う
え

龍
雄
氏
収
集
文
書
（
寄
贈
）

　

寄
贈
者
の
夫
が
収
集
し
た
明
治
神
宮
外
苑 

聖
徳
記
念
絵
画
館
の
壁
画
絵
葉
書
な
ど
一
一
点
。

　
　
　
　
　
　
　
（
請
求
番
号
二
〇
一
八
〇
三
）

和
田
家
文
書
（
寄
贈
）

 

佐
伯
郡
小お

方が
た

村
の
和
田
家
は
、
歴
代
庄
屋
、

佐
伯
郡
割
庄
屋
、
家
老
上
田
家
給
知
の
頭
庄
屋

な
ど
を
務
め
た
。
大
竹
市
重
要
文
化
財
指
定
の

和
田
家
文
書
は
、
国
境
紛
争
や
長
州
征
伐
関
係

資
料
を
含
む
一
一
、三
二
九
点
以
上
。

　
　
　
　
　
　
　
（
請
求
番
号
二
〇
一
八
〇
四
）

多
田
家
文
書
（
寄
贈
）

　

多
田
家
は
広
島
藩
士
で
、
多
田
円
明
流
剣
術

の
師
範
。
維
新
後
、
北
海
道
に
渡
っ
た
多
田
寛か
ん

の
辞
令
や
北
海
道
の
写
真
、
寛
の
叔
父
、
辻
維い

岳が
く

の
写
真
や
書
翰
な
ど
二
七
九
点
。

　
　
　
　
　
　
　
（
請
求
番
号
二
〇
一
八
〇
五
）

三
浦
昇
一
資
料
（
寄
贈
）

　

部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部
中
央
委
員
、
自
治

労
広
島
県
本
部
執
行
委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
た

三
浦
昇
一
氏
が
収
集
・
作
成
し
た
部
落
解
放
運

動
や
労
働
運
動
、
社
会
問
題
に
関
す
る
資
料 

二
、七
七
一
点
。（
請
求
番
号
二
〇
一
八
〇
六
）

奥
田
家
文
書
（
寄
贈
）

　

三み

谿た
に

郡
桧ひ
の
き

村
の
奥
田
家
に
伝
来
し
た
明
治

前
期
の
神
社
合
併
に
関
す
る
文
書
な
ど
四
六
点

と
、
そ
の
親
戚
に
あ
た
る
三
谿
郡
吉き

舎さ

村
の
奥

田
家
の
文
書
三
二
点
、
合
計
七
八
点
。

　
　
　
　
　
　
　
（
請
求
番
号
二
〇
一
八
〇
七
）

瀧
口
家
文
書
（
寄
贈
）

　

瀧
口
家
は
双
三
郡
吉
舎
町
で
呉
服
店
を
営
ん

だ
。
明
治
時
代
以
降
の
家
相
図
な
ど
二
七
点
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
請
求
番
号
二
〇
一
八
〇
八
）

田
原
家
文
書
（
寄
贈
）

　

田
原
毎
一
は
双ふ
た

三み

郡
吉
舎
町
の
町
会
議
員
な 

ど
を
務
め
た
。
頼た
の

母も

子し

証
書
、
議
員
当
選
告
知 

な
ど
三
一
点
。　
（
請
求
番
号
二
〇
一
八
〇
九
）

大
瀬
戸
捷と

し
ふ
み文
氏
所
蔵
文
書
（
寄
贈
）

　

昭
和
十
二
年
の
盧
溝
橋
事
件
か
ら
翌
年
の
武ぶ

漢か
ん

三さ
ん
ち
ん鎮
陥
落
に
か
け
て
、
陸
軍
雇
員
ら
が
戦
地

の
様
子
を
書
い
て
中
国
戦
地
か
ら
送
っ
た
書
簡

綴
一
点
。　
　
　
（
請
求
番
号
二
〇
一
八
一
〇
）

松
尾
幾
雄
氏
所
蔵
文
書
（
寄
贈
）

　

奴ぬ

か可
郡
田
黒
村
の
明
治
九
年「
反
別
地
価
帳
」

三
点
。　
　
　
　
（
請
求
番
号
二
〇
一
八
一
一
）

村
上
絢じ
ゅ
ん
い
ち一
氏
収
集
文
書
（
寄
贈
）

　

山
県
郡
大
朝
村
の
明
治
二
十
八
年
「
神
社
取 

調
書
」
な
ど
二
点
。（
請
求
番
号
二
〇
一
八
一
二
）

松
田
家
文
書
（
寄
贈
）

　

松
田
家
は
豊
田
郡
能の
う

良ら

村
で
戸
長
や
村
長
な

ど
を
務
め
た
。
江
戸
時
代
の
庄
屋
文
書
や
、
明

治
か
ら
昭
和
前
期
ま
で
の
公
文
書
な
ど
、
段

ボ
ー
ル
三
四
箱
分
と
衝
立
一
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
請
求
番
号
二
〇
一
八
一
三
）

平
成
三
十
年
度
に
収
集
し
た
古
文
書

『中国新聞』の書架
（右奥は『芸備日日新聞』の書架）

『芸備日日新聞』『夕刊ひろしま』
『中国新聞』『安芸津新報』の複製



44号広島県立文書館だより

8

広
島
県
立
文
書
館
だ
よ
り　

第
四
十
四
号

令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
三
月
十
六
日
発
行

編
集
発
行　

広
島
県
立
文
書
館

広
島
市
中
区
千
田
町
三
丁
目
七
―
四
七

電　
　

話　

〇
八
二
―
二
四
五
―
八
四
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
八
二
―
二
四
五
―
四
五
四
一

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.pref.hiroshim

a.lg.jp 
/site/m

onjokan/

印　
　

刷	

株
式
会
社　

沼
田
総
合
印
刷

利
用
案
内

■
開
館
時
間

　

＊ 

月
～
金
曜
日 

９
時
～
17
時

　

＊ 

土
曜
日 

９
時
～
12
時

■
休　
館　
日

　

＊ 

日
曜
日
、
国
民
の
祝
日
及
び
休
日

　

＊ 

年
末
年
始（
12
月
28
日
～
１
月
４
日
）

■
交　
　

通

　

＊ 

Ｊ
Ｒ
広
島
駅
か
ら
バ
ス（
ベ
イ
シ
テ
ィ 

経
由
広
島
港
方
面
行
き
）で「
広
島
県

情
報
プ
ラ
ザ
前
」下
車
す
ぐ
、路
面
電
車 

（
紙
屋
町
経
由
広
島
港
行
き
）
で
広
電

本
社
前
下
車
約
五
〇
〇
ｍ
、
広
島
県
情

報
プ
ラ
ザ
２
Ｆ

霹へ
き
れ
き靂
神
社
文
書
（
寄
贈
）

　

三
原
市
本
郷
町
船
木
の
霹
靂
神
社
が
所
蔵
し

て
い
た
和
書
や
葛
籠
入
り
文
書
、
軸
物
な
ど
一 

〇
四
点
。
同
社
は
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
で
被

災
し
た
。　
　
　
（
請
求
番
号
二
〇
一
八
一
四
）

友と
も
ひ
さ
た
け
ふ
み

久
武
文
資
料
（
寄
贈
）

　

国
文
学
者
（
日
本
口
承
文
芸
）
で
広
島
女
子 

大
学
・
友
久
武
文
教
授
が
収
集
し
た
県
内
田
植 

歌
の
歌
詞
の
筆
写
原
稿
や
写
真
、
音
声
テ
ー
プ

な
ど
三
一
二
点
。（
請
求
番
号
二
〇
一
八
一
五
）

岡
村
俊
治
資
料
（
寄
贈
）

　

山
口
県
出
身
の
岡
村
俊
治
が
授
与
さ
れ
た
呉 

海
軍
工
廠
見
習
工
員
教
習
所
教
育
教
程
卒
業
証 

書
な
ど
三
点
。　
（
請
求
番
号
二
〇
一
八
一
六
）

長お
さ

田だ

家
文
書
（
寄
贈
）

　

日
露
戦
争
従
軍
兵
士
が
故
郷
の
豊
田
郡
東ひ
が
し

生い

口く
ち

村
の
長
田
家
へ
宛
て
た
封
書
な
ど
一
八
点
。

　
　
　
　
　
　
　
（
請
求
番
号
二
〇
一
八
一
七
）

井
東
外そ
と

次じ

郎ろ
う

氏
収
集
文
書
（
寄
贈
）

　

寄
贈
者
の
父
親
が
収
集
し
た
絵
葉
書
の
ア
ル

バ
ム
と
、
原
村
陸
軍
演
習
場
絵
葉
書
五
枚
、
計

六
点
。　
　
　
　
（
請
求
番
号
二
〇
一
八
一
八
）

今
津
隆
氏
所
蔵
文
書
（
寄
贈
）

　

大
正
十
二
年
に
撮
影
さ
れ
た
、
山
県
治
郎
広

島
県
知
事
を
含
む
都
市
計
画
関
係
地
方
官
・
都

市
研
究
会
の
集
合
写
真
一
点
。

　
　
　
　
　
　
　
（
請
求
番
号
二
〇
一
八
一
九
）

槙
林
家
文
書
（
寄
贈
）

　

槙
林
家
は
、安
芸
郡
下
瀬
野
村
で
酒
・
醤
油
醸

造
業
を
営
み
、村
会
・
県
会
議
員
や
下
瀬
野
・
瀬

野
村
長
な
ど
を
務
め
た
。平
成
三
十
年
七
月
豪

雨
で
被
災
し
、レ
ス
キ
ュ
ー
さ
れ
た
古
文
書
な

ど
七
三
〇
〇
点
以
上
。（
請
求
番
号
二
〇
一
八
二
〇
）

藤
井
家
文
書
（
寄
贈
）

　

明
治
四
十
三
年
、広
島
県
立
高
等
女
学
校（
現 

広
島
皆
実
高
校
）
の
女
学
生
が
三
次
へ
帰
郷
し 

た
夏
休
み
日
記
一
点
。（
請
求
番
号
二
〇
一
八
二
一
）

吉
村
家
文
書
（
寄
贈
）

　

広
島
藩
士
の
奉
公
書
、
大
正
の
女
学
校
女
子 

教
諭
の
辞
令
類
や
古
寺
め
ぐ
り
メ
モ
・
ス
タ
ン

プ
帳
な
ど
一
八
点
。（
請
求
番
号
二
〇
一
八
二
二
）

奥
一
浩
氏
所
蔵
文
書
（
寄
贈
）

　
明
治
三
十
五
年
発
行
の
『
鉄
道
航
路
旅
行
案
内
』
な

ど
時
刻
表
二
冊
と
、
移
民
し
た
先
祖
に
関
す
る 

書
簡
・
写
真
類
四
点
。（
請
求
番
号
二
〇
一
八
二
三
）

佐
川
延
一
氏
収
集
文
書
（
寄
贈
）

　

下
張
文
書
等
四
点
。（
請
求
番
号
二
〇
一
八
二
四
）

　

こ
の
ほ
か
七
件
、
二
、五
九
七
点
が
追
加

寄
贈
・
寄
託
さ
れ
る
一
方
、
箕
浦
家
文
書

（
二
〇
一
五
〇
三
）
と
、井
上
家
文
書
（
二
〇
〇
七
〇
九
）

の
一
部
、
計
一
〇
六
点
を
返
却
し
、
合
計
古
文

書
は
二
八
五
、四
八
六
点
と
な
っ
た

５
月
３
日　

新
収
集
古
文
書
な
ど
を
燻
蒸

５
月
22
日　

平
成
30
年
度
広
文
協
総
会

６
月
２
日　

文
書
館
講
演
会

６
月
９
日　

古
文
書
解
読
入
門
講
座
開
講

６
月
15
日　

文
書
調
査
員
会
議

６
月
18
日　

収
蔵
文
書
紹
介
展
・
写
真
展
「
三

江
線
の
軌
跡
」（
～
９
月
22
日
）

６
月
22
日　

安
田
女
子
大
学
古
文
書
学
実
習

７
月
６
日　

県
立
大
・
図
書
館
・
文
書
館
連
携

公
開
講
座
（
～
20
日
、
３
回
）

７
月
12
日　

豪
雨
被
災
文
書
の
救
助
活
動
開
始

８
月
27
日　

書
庫
な
ど
で
空
中
浮
遊
菌
調
査

９
月
８
日　

続
古
文
書
解
読
入
門
講
座
開
講

９
月
20
日　

広
文
協
が
「
古
文
書
の
保
存
・
活

用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

９
月
29
日　

収
蔵
文
書
紹
介
展
「
激
動
の
時
代 

幕
末
維
新
の
広
島
と
古
文
書
」

　
　
　
　
　
（
～
12
月
27
日
）

　
　
　
　
　

開
館
30
周
年
記
念
・
明
治
150
年
記

念
講
演
会

10
月
７
日　

第
４
書
庫
の
一
部
に
ハ
ン
ド
ル
式

集
密
書
架
を
設
置

10
月
24
日　

広
文
協
第
１
回
研
修
会

10
月
25
日　

県
庁
選
別
文
書
を
観
音
書
庫
へ
搬

入

11
月
９
日　

広
大･

図
書
館･

文
書
館
連
携
事

業
「
地
域
ア
カ
デ
ミ
ー
二
〇
一
八
」

11
月
29
日　

保
存
管
理
講
習
会

12
月
28
日　

紀
要
第
14
号
発
行

１
月
19
日　

収
蔵
文
書
紹
介
展｢

戦
後
広
島
県

教
育
の
軌
跡｣

（
～
３
月
16
日
）

１
月
31
日　

広
文
協
第
２
回
研
修
会

３
月
８
日　

文
書
館
だ
よ
り
43
号
発
行

３
月
29
日　

収
蔵
文
書
展｢

古
文
書
に
み
る
広

島
藩
士
の
肖
像｣

（
～
６
月
９
日
）

広島大学

平
成
三
十
年
度
の
主
な
で
き
ご
と


